
Ⅱ－ 医療薬学  

大：境目   中項目  小項目   小項目の内容の例示   

1，医薬品の作用   A．薬物の作用機序  a．促進菓と抑制薬  a受容体  

bイオンチャネル・  

c輸送体（トランスポーター）  

d酵素  

b．用量・反応関係  

c．構造活性相関  

日．末梢神経系及びその     a．白線神経系及びその効果           a交感神経興奮持薬及び遮断薬  

効果器に作用する薬物  b副交感神経興奮枝葉及び遮断薬  

c自律神経節刺激薬及び遮断稟．  

b．体性神経系及びその効果    a居所麻酔薬  

器に作用する薬物   b神経筋接合部刺激薬及び遮断薬  

C，中枢神経系に作用す   a吸入麻酔薬  

る薬物  b静脈麻酔薬・  

c麻酔補助薬  

b．催眠薬  aベンゾジアゼピン系菓  

bパルピッール酸系集  

c．向精神薬  a統合失調症治療薬  

b抗不安薬・神経症治療薬  

c抗うつ薬・－  

d抗そう薬  

d．抗てんかん薬  a抗部分発作葉  

b杭全般発作菓  

d抗てんかん重祐乗  

e．中枢性筋弛緩襲  争抗癌性麻痩稟  

f．抗／トキン■ソン病菓  a．カテコールアミン関連稟◆  

b抗コリン稟  

g．鎮痛薬  a麻薬性鎮痛薬・  

b非麻薬性鎮痛薬  

c麻薬桔抗菓  

h．解熱薬  aサリテル醸系葉  

bアニリン系菓  

cピラゾロン（ピリン）系菓  

i．中枢興奮薬  a大脳皮質興奮薬  

b中枢性呼吸興奮薬  

c覚醒アミン  

j．めまい治療薬  a抗ヒスタミン薬  

bアドレナリンβ受容体刺激葉   
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大項目   中項目  小項目   小項目の内容の例示   

（1・医薬品のイ乍用）  （  C．中枢神経系 a脳血管拡張薬  

る巣：闇）  b脳神経権能酷吉葉  

c内因性生理活性物質  

l．抗アルツハイマー病薬  a中枢性コリンエステラーゼ阻害菓  

D．免疫系に作用する轟a．免疫抑制案  

物  

b．免疫増強葉  

・免疫調整薬  a DMARD 

d．ワクチン・抗血清  

E．抗アレルギー薬 a． 

b．ケミカルメディエータ一道離  

阻害薬  

c．ケミカルメデイエータ一合成  

阻害薬  

d．ケミカルメディエーター遮断  
薬  

F．抗炎症秦 a．ステロイド性抗炎症薬－  

b．非ステロイド性抗炎症葉  

c．消炎酵素  

G．心臓血管系に作用すa．心不全治療薬  a利尿薬  

b強心配糖体  る薬物  
Cアドレナリンβ受容体刺激葉  

dPDEⅢ阻害葉′  

e硝酸薬  

fACE阻害葉  

gアンギオテンシンAT，受容体遮断薬  

hアドレナリンβ受容体遮断薬  

b．不整脈治療薬  aI群菓  

bⅡ・群集  

c■Ⅲ群集  

dⅣ群薬  

e強心配糖体  

c．虚血性心疾患治療薬  a硝酸葉  

bアドレナリンβ受容体遮断薬  

占Ca2◆チャネル遮断菓・  

d血栓溶解葉  

e血液凝固阻害薬  

f血小板凝集阻害薬  

f麻薬性鎮痛薬  

gアデノシン増強菓   
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大項目   中項目   小項目   小項目の内容の例示   

（1．医薬品の作用）   （G．心臓血管系に作用す  d．高血圧症治療棄 。Ca2：チャネル遮断菓  

る葉物）  bアンギオテンシンAT，受容体準新薬  

cAC巨視害葉  

d利尿薬  

eアドレナリンβ受容体遮断粟  

fアドレナリン飢受容体遮断薬  

g中枢性交感神経抑制薬  

h末梢性交感神経抑制薬  

i血管拡弓長薬  

e．低血圧治療薬  aカテコールアミン系薬  

b非力テコールアミン系薬  

f．末梢血管拡張薬 ・aプロスタグランジン系薬  

b三コテン醸系柔  

cアドレナリンα、受容体遮断薬  

dアドレナリンβ受容体刺激薬  

a．末梢性呼吸興奮薬  

薬物  
b．鎮咳・去疾薬  

c．気管支喘息治療薬  

a．健胃消化薬  

物  
b．消化性潰瘍治療薬  a制酸薬  

＝）亨九コリン業   

c抗ガストリン葉  

dヒスタミンH2受容体遮断莫  

eプロトンポンプ阻害菓  

fドパミンD2受容体遮断薬  

gプロスタグランジン系薬  

h防御因子増強菓  

i．ヘリコバククーピロリ除菌薬  

c．胃，腸桂能改善薬  

d．鎮痘菓  

e．催吐及び制吐薬   

f．潟下及び止漬菜   

g，肝・胆・掟臓梯能改善薬   

a．利尿薬  a浸透圧性利尿薬  

bチアジド系利尿薬  

c炭酸脱水酵素阻害菓  

dループ利尿薬  

eカリウム保持性利尿薬  

fアルドステロン桔抗菓  

J．泌尿器系に作用する  葉物  

b．排尿障害治療薬  
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大項目   中項目 小項目   小項目の内容の例示   

（1．医薬品の作用）   （」．泌尿器系に作用する  

薬物）  

K．生殖器系に作用する  

薬物  

b．子宮収縮葉  

c．子宮弛緩薬  

d．避妊薬  

L．．血液t造血器官に作用  

する薬物  

b．血液凝画地害薬及び止血  

琴  

c．血小板凝集阻害薬  

d．血栓溶解稟  

¢．血液代用葉  

f．血液製剤  

M．服に作用する葉物   

局所麻野菜、抗菌葉、角膜  

治療薬、血管収縮薬）  

b、白内障治療薬   

c．緑内障治療薬  

d．アレルギー性結膜炎治療  

薬  

a．皮膚潰瘍治療薬  

b．鎮痔稟  

G．角化症治療薬   

a．ホルモン療法薬  

N．皮膚に作用する薬物  

a視床下部向下垂体ホルモン及び下垂体  

前菜・後葉ホルモンとその分泌異常治療薬  

b甲状腺ホルモンとその遮断薬  

c副甲状腺ホルモン  

d膵臓ホルモン  

e副腎皮質ホルモンとその合成代用勢  

f 性ホルモン関連葉とその合成代用薬  

gタンパク質同化ホルモン  

h消化管ホルモンとその準断薬   

a水溶性ビタミン  

b脂溶性ビタミン  

0．内分泌・代謝系に作用   

する薬物  

b．ビタミン・  

c．糖尿病治療薬  aインスリン製剤  

bスルホニル尿素系葉  

c 速効型インスリン分泌促進薬  

d ピグアニド系薬  

e（γづル］シダーゼ阻害葉  
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大項目   中項目   小項目   小項目の内容の例示   

（1．直薬品の作用）   （0．．内分泌・代謝系に作  （c．糖尿病治療薬）  f インカノン抵抗性改善薬  

用する薬物）  g合併症治療棄  

d．高脂血症治療薬  aHMG－CoA還元酵素阻害薬  

b・陰イオン交換樹脂  

cフィブラート系薬  

dニコチン酸系薬  

e植物ステロール  

e眉尿酸血症治療薬  a尿酸排泄促進薬  

b尿酸合成阻害稟  

G痛風発作抑制薬  

f．骨粗しょう症治療薬  

a．抗細菌薬  aβ－ラクタム系薬  

薬物  bアミノグリコシド系薬  

cマクロライド系菓  

dテトラサイウリン系薬  

e■ペプチド系薬  

fニューキノロン系薬  

gスルホンアミド系集  

b．抗抗酸菌薬  a抗結核葉  

bハンセン病治療薬  

c．抗真菌薬・  aアゾール系薬 
tbポリエン系要   

a抗ヘルペスウイルス薬  

b抗サイトメガロウイルス薬  

c抗イシフルエンザ菓  

d抗HIV薬  

e抗肝炎ウイルス集   

a抗原虫菓  

b抗駆虫薬（抗嬬虫菓）  

aアルコール頬  

bハロゲン化合物  

c∴フェノール類  

d過酸化物  

eアルデヒド類  

f界面活性物質   

d．抗ウイルス薬  

e．抗寄竺虫稟▲  

f．消毒薬  

a．アルキル化粟   

b代謝桔抗薬  

Q．抗悪性腫瘍菓  

c．抗生物質  

d．白金錯体  

e．天然物由来物質   

f．ホルモン療法薬  
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大項目   中項目   小項目   小項目の内容の例示   

（1．医秦品の作用）   （Q・抗悪性腫瘍薬） g・免疫療法葉 

h．分子標的治療薬  

R．診断用薬  a．造影剤  

b．橡能検査用薬  

c．放射性診断薬  

d．検査薬（妊娠、糖尿、潜血  

など）  

S．薬効薬理と一般薬理■  a． 

b．一般薬理試験  

T．医薬品の安全性   a．有害事象と副作用  a有害事象と副作用の定義  

b有害事象の分類と毒性試験（急性毒性、  

慢性毒性、生殖■発生毒性、発がん性、居  

所刺激性、光毒性、遺伝毒性、．抗原性、光  

感作性く依存性、耐性）  

c副作用の種琴（過量による副作用［薬理  

作用の延長線上の反応〕、一般的な用量  

による副作用）  

b．副作用発現に影響する因   

子  b病的因子（肝、腎疾患） 

c遺伝的因子（人種差、酵素欠損）  

dアレルギー性体質  

e併用薬  

f環境因子  

c．薬剤耐性  aメチシリン耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）  

等  

b麻薬等  

c抗悪性腫瘍菓等  

d．急性葉物中毒とその処置  

b解毒薬  

e．障害誘発薬物  a肝障害  

b腎障害  

c循環器系障害  

d神應・感覚器障害  

e皮膚障害（アレルギー、光過敏症）  

f血液、造血器障害  

g呼吸器系障害  

h発生・生殖器障害  

i骨格筋障害  

f．薬妻   aサリドマイド、タロロキン、キノホルム、ソリ  

ブジンと5－FUの併用   
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大項目  中項目   小項目   小項目の内容の例示  

2医薬品の体内勒態   A．薬物動態と変動要因  a単純拡散  

b．吸収  a消化管の横道・機能と葉物吸収  

b消化管以外の部位からの吸収  

c・初回通過効果  

dバイオアベイラビリティ（生物学的利用  

能）  

e生物学的同等性  

c．分布  a繊維分布の支配要因（タンパク結合など）  

bリンパ管への移行 

c脳・脊髄液への移行  

d胎児への移行  

d．代謝  a．代謝様式  

b代謝酵素  

c代謝酵素の阻害と誘導  

d代謝酵素の遺伝子（遺伝的）多型  

e．排泄  a．腎梯子世  

b．胆汁中排三世・腸肝循環  

c．；腎・肝以外からの排泄  

上薬物動態の変動要因  a．医薬品（製剤）側の要因  

lb生理的要因   

c、遺伝的要因   

a腎疾患▲  

b肝疾患  

c心疾患  

g．疾患時における薬物勤  

a pKパラメーター  

bl－コンパートメントモデル  

c2－コンパートメントモデル  

d線形モデルと非線形モデル  

e全身・組織・固有クリアランス  

fモーメント解析  

gポピュレーションPK  

ll投与方法・剤形とPK  

i投与計画  

」非臨床薬物動態試験   

a TDMを必要とする薬物  

b TDMを必要とする状況  

c試料採取と葉物濃度測定  

a．ファーマコキネテイクス  

（PK）  

臥 葉物動態の解析と投   

与計画  

b．血中葉物濃度モニタリン   

グ（TDM）  

a血液生化学的検査値の変動  

b血液学的検査値の変動  

c免疫・血清学的検査値の変動  

d尿検査値の変動  

e腫瘍マーカー   

a．主な検査値  A．診療録と臨床検査   3．疾病と病態  
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大項目   中項目   小項目  小項目の内容の例示  

（3．疾病と病態）  （  A．診療録と臨床検査）■  
能舶など 

c加齢・妊娠  

c．病理検査 a機能異常と器質変化  

b組織変化と病態  

d．診療録の読解  a記載様式  

b繁用医療用語  

B．疾病と病態生理学■病   a脳内出血  

態生化学  b脳梗塞  

cクモ膜下出血  

d脳腫瘍（悪性、良性）  

eてん力＼ん  

fパーキンソン病／パーキンソン症候群  

gアルツハイマー病／アルツハイマー型老  

年痴呆  

hうつ病  

車そう病  

j統合失調症  

k車中経症  

ト心身症  

m片頭痔  

b．骨・関節疾患  a骨粗しょう症  

b変形性関節症  

c．免疫疾患  aアレルギー  

毒麻疹 

レルギー性結膜炎、アレルギー性鼻炎 

bアナフィラキシー性ショツウ’  

G自己免疫疾患［全身性エリテマトーデス 

（様症状）、関節リウマチ】  

d後天性免疫不全症候群［HIV感染症］  

e移植免疫  

d．心臓・血管系疾患  a心不全  

b不整脈  

G虚血性心疾患（狭心症／心筋梗塞）  

d高血圧症  

e低血圧 

e．腎・泌尿生殖器疾患  a糸球休腎炎（急性、1蔓性）  

b腎不全（急性、慢性）  

cネフローゼ症候群  

d尿路感染症  

e尿路結石痘  

f前立腺肥大  

g陣痛微弱  

il乳がん  

i子宮がん  

f．呼吸器疾患   a気管支炎   
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大項目  中項目   小項自   小項目の内容の例示  

（3．疾病と病態）   （B．疾病と病態生理学・病  b肺炎  

態生化学）   
。気管支喘息／肺気腫／悟性閉塞性肺疾  

d肺真菌症  

e肺結疫、非定型（非結核性）抗酸菌感染  

症  

f肺がん  

g．消化器疾患  a食道がん 

b告がん  

G胃炎（急性、慢性）  

d消化性潰瘍  

e肝炎（ウイルス性、急性、慢性） 

f劇症肝炎  

g肝硬変  

h肝がん  

i急性胆のう炎  

」胆管炎  

k胆石症  

＝瞳炎（急性、慢性）  

m便秘／下痢  

∩大腸炎  

0過敏性腸症候群 

p防がん  

q大腸がん  

r炎症性腸疾患  

s痔疾患  

a貧血（鉄欠乏性、再生不良性、溶血性な  

ど）  

b赤血球増多症  

c紫斑病（血小板減少症、血液凝固異常  

症）  

d白血球減少症  

e血友病  

f播種性血管内凝固症怯群（DIC）  

g血栓・塞栓症  

h白血病（急性、慢性、骨髄性、リンパ性）  

h．血液及び造血器疾患  

a緑内障  

b白内障  

c眩聾（めまい）  

a副鼻腔炎  

b扇桃腺炎  

i．感覚器疾患  

j．耳鼻咽喉疾患  

a糖尿病  

b低血糖  

G甲状腺権能天道症／低下症  

d副腎皮質楼蘭完進症／低下症  

e尿毒症  

f脂質代謝異常（高脂血症）  

g高尿酸血症（痛風など）   

a炎症（急性、慢性）  

k．内分泌・代謝疾患  

l．炎症  
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